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       自己免疫性自律神経障害の全国調査、診断基準策定、国際的な総意形成 

 
研究代表者 伊藤保彦 日本医科大学 

 

研究要旨 

自己免疫機序による自律神経障害をきたす疾患として自己免疫性自律神経節障害、急性自
律性感覚性ニューロパチー、自己免疫性消化管運動障害がある。これら３疾患の国内患者
数は不明であり、国内及び海外において診断基準は存在していない。今回の我々の調査で
は３疾患の国内患者数の把握（一次調査）を、続いて「一次調査登録症例の臨床像解析
（二次調査）」を行う予定である。一次・二次調査を踏まえて「診断基準を策定」し、そ
れを関係学会に提示する。 

 
 
 
Ａ．研究目的 
自己免疫機序による自律神経障害をきた
す疾患として自己免疫性自律神経節障害、
急性自律性感覚性ニューロパチー、自己免
疫性消化管運動障害がある。これら３疾患
の国内患者数は不明であり、国内及び海外
において診断基準は存在していない。今
回、我々は国内患者数を把握し、臨床像を
明らかにし、最終的に診断基準を策定する
ことを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
１年目は「自己免疫性自律神経障害（AA
G、自己免疫性消化管運動障害、急性自律
神経性感覚性ニューロパチー）の国内患者
数の把握（一次調査）」、２年目は「一次
調査登録症例の臨床像解析（二次調査）」
を行い、一次・二次調査を踏まえて「診断
基準を策定」し、それを関係学会に提示す
る（３年目）。 
 
（倫理面への配慮） 
研究代表者の異動に伴い、現在、富山大学
臨床・疫学研究等に関する倫理審査委員会
に申請中。 
 
Ｃ．研究結果 
１）上記 3疾患のうち自己免疫性自律神経
節障害（AAG）の一次調査組入基準の完成：
これは診断基準（暫定）となるものである
（下記）。 

 

 
 
Ｄ．考察 
今回の調査の根幹となるAAGの診断基準の
暫定案が完成した。これを一次調査の組入
基準とした。これに合わせて、これまでの自
律神経節アセチルコリン受容体抗体陽性AA
G・AGID症例の把握も進められている。これ
らによって全国調査の開始が可能となった。 
 
Ｅ．結論 
 今後、全国調査を行う素地が整った。一次
調査にとりかかっており、これから国内患
者数を把握し、臨床像を明らかにし、最終的
に診断基準を策定する。 
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Ｆ．健康危険情報 
  なし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 なし 
 2.  学会発表 
 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 特記すべき事項なし 
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